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1.はじめに 

正方形断面を有する鋼部材の耐震性能は，既往の研究 1)～3)により明らかにされてきている．それに対して，長

方形断面を有する鋼部材を対象とした研究は未だに少ないのが現状である．特にコンクリートを充填しない長方

形断面鋼材（以下，「長方形断面鋼部材」という）については，数体の供試体を用いた実験的研究 4)が行われて

いる程度であり，その耐震性能が明らかになっているとは言い難い．そこで本稿では，長方形断面鋼部材を対象

に弾塑性有限変位解析を行い，その解析結果等をもとに断面アスペクト比，幅厚比パラメータ，細長比パラメー

タが長方形断面鋼部材の耐震性能に与える影響について把握をするとともに，細長比パラメータより適切に長方

形断面鋼材の耐震性能を評価可能なパラメータについて検討を行った． 

 

２．パラメトリック解析モデル 

長方形断面鋼部材の耐震性能を把握するため，弾塑性有限変位解析ソフト

CYNAS を用いてパラメトリック解析を実施した．なお，CYNAS による解析

結果と実験結果との比較により，解析手法の妥当性は検証している．パラメ

トリック解析における解析モデルの鋼種は SM490Y 材とし，降伏応力度 σyを

355N/mm2 とした．解析には，BW/BF ，RR，RF，λを構造パラメータとして変

化させ，BW/BF には 0.50，0.75，1.33，2.00 の 4 通りと変化させた解析モデル

を用いた．また，軸力比 N/Ny は 0.15 とした．図-1 に解析モデルの一例を示

す． 

 

３．解析結果 

 解析結果より，圧縮軸力と１軸曲げを受ける長方形断面鋼部材の

Pmax/ Py および δm/δy と RR，RF，λ，BW/BF の相関について検討を行

う． 

a) 幅厚比パラメータ RR，RF，細長比パラメータλの影響について 

 BW/BF を一定とした場合の，(RR，RF)，λと Pmax/Py，δm/δy の関

係をそれぞれ図-2,図-3 に示す．図-2,図-3 から，(RR，RF)，λの増

加にともない，Pmax/Py，δm/δy のいずれも減少していることがわかる．

これは，既往の正方形断面鋼部材に関する研究結果と同様の傾向を

示している． 

b) 断面アスペクト比 BW/BFの影響について 

RR，RF，λを一定として，BW/BFを変化させた場合の，BW/BFと 
キーワード 長方形断面鋼部材 耐震性能 断面アスペクト比 
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図-2 (RR，RF)およびλと Pmax/Pyの関係 

図-1 解析モデルの一例 

図-3 (RR，RF)およびλと δm/δyの関係 
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Pmax/Py，δm/δy の関係を図-4 に示す．なお，図-4 には文献 5)の実験結果

も合わせて示している．図-4 から δm/δy に関しては，BW/BF と δm/δy は相

関があまり無いように見られ，Pmax/Py に関しては，BW/BF と Pmax/Py は若

干正の相関が確認できる．BW/BF と δm/δy の相関が見られない理由として

は，λを一定とした場合でも，BW/BFが異なれば，水平力載荷点高さ h も

異なるため，基部の圧縮パネルに作用する曲げモーメント分布が変化し，

λを一定としても部材の耐震性能が変化することが考えられる．よって，

λが同じ値であっても，BW/BF の影響と曲げモーメントの影響により，耐

震性能が異なることがわかる．そこで，本稿では水平力載荷点高さが及

ぼす影響を考慮するパラメータとして，既往の研究で多用されてきたλ

に変わり，新しい耐震性能評価パラメータとして h/B’を用いて整理を行

うことにした．B’は式(1)に示すフランジ幅 BF とウェブ幅 BW の平均値で

ある． 

2
' WF BBB +
=    (1) 

 RR，RF，h/B’を一定として，BW/BF を変化させた場合の，BW/BF と

Pmax/Py，δm/δy の関係を図-5，図-6 に示す．図から δm/δy，Pmax/Py 共に，

BW/BF の増加により値が大きくなっていることが分かる．また，図から

h/B’が大きくなるほど（曲げモーメント勾配が小さくなるほど），

Pmax/Py，δm/δy が小さくなるという傾向も概ね確認できる．このように，

曲げモーメント勾配の影響を取り除いた形で整理を行うと，鋼部材の耐

震性能を適切に評価できると考えられる． 

 

４．まとめ 

 本稿では弾塑性有限変位解析を行い，力学パラメータが長方形断面鋼

部材の耐震性能に与える影響について検討を行った．その解析結果をも

とに，最大荷重および最大荷重時変位と各パラメータと関係を明らかに

した．そして，水平力載荷点高さの影響を含むパラメータとしては，細

長比パラメータよりも，h/B’の方が適切に長方形断面鋼部材の耐震性能

を評価できることを確認した． 
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(a)Pmax/Pyと BW/BFの関係 

(b)δm/δyと BW/BFの関係 

図-4 λを一定とした場合の BW/BFと 

Pmax/Py，δm/δyの関係 

図-6 h/B’を一定とした場合の BW/BFと

δm/δyの関係 

図-5 h/B’を一定とした場合の BW/BFと

Pmax/Pyの関係 
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